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是
は
比
叡
山
に
住
む
恵
心
の
僧
都
に
て
候
。
我
此
程
尾
張

の
国
熱
田
に
参
り
。
一
七
日
参
籠
申
し
。
最
勝
王
経
を
講

じ
奉
り
候
。
又
こ
ゝ
に
何
く
と
も
知
ら
ず
男
女
の
候
ふ
が
。

草
花
を
持
ち
て
来
り
候
。
今
日
も
来
り
て
候
は
ゞ
。
如
何

な
る
者
ぞ
と
名
を
尋
ね
ば
や
と
思
ひ
候
。

郭
公
花
橘
の
香
を
認
め
て
。
鳴
く
や
五
月
の
菖
蒲
草
。

是
は
上
野
に
見
ゆ
る
彼
岡
に
草
を
刈
り
。
売
り
て
命
の
露

を
継
ぐ
。
荒
村
の
野
人
に
て
候
ふ
な
り
。

「「「「「「「

ワ
キ
詞

シ
テ
、ツ
レ
一
声

サ
シ

ツ
レ

シ
テ

二
人
下
歌

上
歌

是
も
立
ち
添
ふ
夏
衣
。
重
ね
の
袖
は
碓
氷
山
。
隔
て
し
中

を
忘
れ
ね
ば
。
実
さ
へ
花
さ
へ
常
磐
に
売
る
。
橘
の
貧
女

に
て
候
。

そ
れ
人
間
の
容
貌
は
。
朝
に
栄
え
夕
べ
に
衰
へ
。
電
光
石

火
の
光
の
陰
。
時
人
を
待
た
ぬ
蘆
の
屋
の
。

射
る
よ
り
早
く
明
け
暮
れ
て
。
限
り
や
涙
な
る
ら
ん
。

月
は
見
ん
。
月
に
は
見
え
じ
な
が
ら
へ
て
。
〳
〵
。
浮

世
を
廻
る
。
影
も
羽
束
師
の
。
森
の
下
草
咲
き
に
け
り
。
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花
な
が
ら
刈
り
て
売
ら
う
よ
。
日
頃
経
て
。
待
つ
日
は
聞

か
ず
時
鳥
。
匂
ひ
求
め
て
尋
ね
く
る
。
花
橘
や
召
さ
る
ゝ
。

〳
〵
。

如
何
に
申
す
べ
き
事
の
候
。
か
た
〴
〵
の
持
ち
給
ひ
た
る

草
花
の
名
を
承
り
た
く
候
。

な
ふ
此
橘
召
さ
れ
候
へ
。

此
草
花
召
さ
れ
候
へ
。
色
々
の
。

色
々
の
。
草
木
の
数
は
白
露
の
。
枝
に
霜
は
置
く
と
も
。

「「「「「「「

ワ
キ
詞

ツ
レ
詞

シ
テ
詞地

ワ
キ
詞

シ
テ
詞

ワ
キ

猶
常
磐
な
れ
や
橘
の
。
目
覚
草
の
戯
れ
。
御
僧
の
身
に
は

何
事
も
。
包
む
と
し
は
無
く
と
も
。
説
き
置
く
法
の
古
へ

を
。
忍
草
を
召
さ
れ
よ
や
。
〳
〵
。

草
花
の
数
は
承
り
候
。
さ
て
〳
〵
御
身
は
如
何
な
る
人
ぞ

名
を
御
名
乗
り
候
へ
。

先
か
や
う
に
承
り
候
。
御
身
は
如
何
な
る
人
に
て
御
座
候

ふ
ぞ
。

さ
ん
候
是
は
比
叡
山
に
住
む
恵
心
の
僧
都
に
て
候
ふ
が
。
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当
社
に
参
り
一
七
日
最
勝
王
経
を
講
じ
奉
り
候
。

さ
て
は
有
難
や
我
等
が
望
む
御
経
な
り
。

我
久
し
く
当
社
の
権
扉
を
押
し
ひ
ら
き
。
長
へ
に
国
家
を

守
る
。

然
り
と
い
へ
ど
も
猶
五
穀
を
成
就
せ
し
め
。
人
寿
円
長
な

る
事
を
求
む
る
に
。
唯
此
経
の
徳
な
ら
ず
や
。

又
我
等
二
人
は
夫
婦
の
者
。
或
は
草
薙
の
神
剣
を
守
る
神

と
な
る
。

「「「「「「「「
ツ
レ

シ
テ
詞

二
人

シ
テ

ツ
レ

シ
テ地

ワ
キ
歌

又
は
蓬
が
島
と
か
や
。
常
世
の
木
の
実
の
名
を
留
め
て
。

齢
を
延
ぶ
る
仙
女
と
な
る
。

七
日
の
御
経
結
願
の
夜
。

灯
の
影
に
立
ち
添
ひ
て
。
姿
を
ま
み
え
申
す
べ
し
と
。
語

れ
ば
白
鳥
の
。
峰
の
薄
雲
立
ち
渡
り
。
風
す
さ
ま
し
く
雨

落
ち
て
。
暮
れ
行
く
空
は
薄
墨
の
。
か
き
消
す
や
う
に
失

せ
に
け
り
。
〳
〵
。
（
中
入
）

御
殿
忽
ち
鳴
動
し
。
〳
〵
。
日
月
光
り
雲
晴
れ
て
。
山
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の
端
出
づ
る
如
く
に
て
。
顕
は
れ
給
ふ
不
思
議
さ
よ
。

〳
〵
。

あ
ら
有
難
の
御
経
や
な
。
灯
の
影
に
姿
を
ま
み
え
。
五
衰

の
眠
り
を
無
上
正
覚
の
月
に
覚
ま
し
。
衆
生
等
も
同
じ

く
。
息
災
延
命
な
る
事
を
守
る
な
り
。

我
は
熱
田
の
源
太
夫
が
娘
。
橘
姫
の
霊
魂
な
り
。

我
は
是
れ
景
行
天
皇
第
三
の
皇
子
。
日
本
武
の
尊
。

神
剣
を
守
る
神
と
な
る
。
是
れ
素
盞
嗚
の
神
霊
な
り
。

「「「「「「「「

後
ジ
テ

ツ
レ

シ
テ地地

シ
テ地

シ
テ
詞

そ
も
〳
〵
人
皇
十
二
代
。
景
行
天
皇
十
一
年
。
東
夷
頻
り

に
起
り
し
か
ば
。
依
り
て
国
の
東
穏
か
な
ら
ず
。
急
ぎ
退

治
す
べ
し
と
て
。
第
三
の
皇
子
。
日
本
武
の
尊
を
下
し
奉

る
。

其
後
伊
勢
皇
大
神
宮
へ
申
さ
せ
給
ひ
て
。

熱
田
の
神
剣
を
も
下
し
奉
り
給
ふ
。

斯
く
て
東
夷
を
平
ら
げ
ん
と
発
向
す
る
所
に
。
出
雲
の
国

に
て
素
盞
嗚
の
尊
に
斬
ら
れ
し
大
蛇
。
件
の
剣
を
た
ぶ
ら
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か
さ
ん
と
。
大
山
と
な
つ
て
道
を
塞
ぐ
。
さ
れ
ど
も
事
と

も
せ
ず
馳
け
破
つ
て
通
り
し
よ
り
。
今
の
二
村
山
と
な
る
。

其
後
駿
河
の
国
ま
で
攻
め
下
る
に
。
夷
敵
十
万
余
騎
。
兜

を
脱
ぎ
戈
を
伏
せ
て
降
参
し
。
頻
り
に
御
狩
の
御
遊
を
す

す
む
。
頃
は
神
無
月
十
日
余
り
の
事
な
れ
ば
。
冬
野
の
景

の
面
白
さ
に
。
何
心
な
く
打
ち
出
で
た
り
し
に
。
夷
四
方

の
囲
み
を
な
し
。
枯
野
の
草
に
火
を
か
く
れ
ば
。

余
焰
頻
り
に
燃
え
来
り
。
〳
〵
。
遁
れ
出
づ
べ
き
方
も
な

「「「
地

シ
テ地

く
。
敵
攻
鼓
を
打
ち
懸
け
て
。
火
焰
を
放
し
て
か
ゝ
り
け

る
に
。

尊
剣
を
抜
い
て
。

尊
剣
を
抜
い
て
。
敵
を
払
ひ
忽
ち
に
。
焰
も
去
り
退
け
と
。

四
方
の
草
を
薙
ぎ
払
へ
ば
。
剣
の
精
霊
嵐
と
な
つ
て
。
煙

も
草
も
吹
き
か
へ
さ
れ
て
。
天
に
む
ら
が
り
地
に
う
づ
ま

い
て
。
夷
の
陣
に
吹
き
暗
が
つ
て
。
猛
火
は
か
へ
つ
て
敵

を
焼
け
ば
。
数
万
の
夷
ど
も
。
皆
焼
け
死
に
て
其
跡
の
。
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熾
は
積
つ
て
山
の
如
し
。
そ
れ
よ
り
名
づ
け
つ
ゝ
。
こ
ゝ
を

興
津
と
夕
汐
の
。
御
剣
も
納
ま
り
。
尊
も
つ
ゝ
が
ま
し
ま

さ
ず
。
世
を
治
め
給
ひ
し
。
草
薙
の
剣
は
是
な
り
。

其
後
四
海
穏
か
に
。
〳
〵
。
国
に
飛
火
の
名
を
聞
か
ず
。

当
社
旧
り
ぬ
る
御
剣
の
。
久
し
き
代
々
に
末
を
経
。
神
道

も
栄
え
国
も
富
み
。
人
も
息
災
な
る
事
は
。
唯
此
経
の
徳

と
か
や
。
〳
〵
。

「
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